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1．会議の概要

2019年 9月 6日（金）と 7日（土）の 2日間に
わたり千葉県鴨川市にて，会員 25名とファシリ
テーター 1名，遠隔参加 5名の合計 31名が参加し
た経営情報学会の将来構想会議（通称：JASMIN超
会議）が実施された．会議の開催目的は，経営情報
学の「あるべき姿，なりたい姿」を描いて，今後の
学会活動についての対話を行うことである．以下
で，会議の様子と成果について報告する．

2．初日の様子

9月 6日金曜日の午後，青空の下，千葉県鴨川市
安房小湊の旅館「満ちてくる心の宿　吉夢」に参加
者が参集した．期待どおりの，ベテランから若手，
学生会員までをも含む多様性の高い集団となった．
のちに台風 15号が大きな被害をもたらす予兆も見
当たらず，外房の内浦湾は穏やかな表情だった．
会議の進行は野村恭彦氏が務めた．野村氏はこれ
まで数多くの対話の場を支援してきた熟練のファシ
リテーターであり，学会活動への造詣も深く，参加
者の意見を的確に引き出していった．
最初の導入部分では，参加者全員がひとつの大き
な輪となり，自己紹介と今回の会議に期待すること
を語り合った．その後，2人一組のペアとなり，経
営情報学会の良いところは何か，をテーマに意見
を傾聴しあった．ここでは，「様々な分野の研究者
および実践者が参加しており多様であること」，「特
定の理論や道具立てにこだわらず寛容であること」，
「研究者を育成していく文化があるところ」などが
良いところとして挙がった．
続くセッションでは，リラックスした気分で知識
を持ち寄り結集していくワールドカフェを実施し
た．テーマは「経営者が将来ほっとけない，異分野

の交差点とは？」である．経営情報学のホットス
ポットを探し出すために，いろいろな分野を掛け合
わせ，その「交差点」から研究領域候補を創出しよ
うと試みた．小グループに分かれ，ラウンドごとに
メンバーをシャッフルして新たな発想を引き出し，
全体で 19個の研究領域を創出した．一例を挙げる
と，「一次産業の ICT活用」分野と「AIによる自動
化」分野との掛け合わせで，「スマート農業」とい
う研究領域が創出された，という具合である．これ
ら 19個の研究領域に対して，重要度（重要だと思
うか）と貢献度（自分が貢献したいと思うか）を参
加者が主観的に評価し，今回の会議で引き続き議論
を深める 6個の研究領域に絞り込んだ．
夕食・懇親会では大広間にて房総の海の幸を堪能
しつつ，会議室とはまた違った環境で経営情報学の
今後について大いに語り合った．その後も，温泉の
露天風呂で，または部屋で，学問の来し方行く末や
学会の魅力度向上などについての議論が同時多発的
に続行される夜となった．

3．二日目の様子

朝食バイキングには地元食材が並び，なかには栄
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螺（さざえ）カレーのような珍しい郷土料理もあっ
た．朝食時には窓外に虹がかかり，学会の明るい未
来を暗示しているようだった．
二日目のセッションは，6つの交差点をコンセプ
ト化するための話し合いから始まった．それぞれの
交差点を深堀していくうちに，3つの交差点は研究
領域に関連するものであり，残る 3つの交差点は学
会活動の方向性に関連するものであるとして整理し
た．その後，名前を再検討することとし，インパク
ト重視の短いニックネームと，名は体を表すような
長めの正式名称の両方を検討した
会議の締めくくりに，再度全員がひとつの大きな
輪となり感想を述べ合った．「これまでの JASMIN
イベントで最も楽しかった」，「学会のポテンシャル
（組織能力）が高いことに気づいた」，「大学卒業後
も関わりたかったので良い機会だった」，「他学会と
差別化できそう」などの声が挙がった．

4．会議の成果

創出した 6つの交差点（ホットスポット）につい

て再検討した名前を表 1に示す．
これらについて，どういった具体的施策が必要
か，将来の研究をどうやって支援してブーストさせ
ていくか，といった議論は持ち越しとなり，小グ
ループで後日資料化した．
今回の将来構想会議をきっかけにして，科研費申
請グループの結成の動き，研究発表大会のポスター
セッション運営の改良というような具体的活動が続
出しており，目に見える活動変容の成果もあがって
いる．今後も各種の取り組みによって，対話の輪を
広げていきたい．
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表 1　6つの交差点

図 2　発展を祈って乾杯


